
令和４年度 介護保険住宅改修の手引き改正にかかるＱ＆Ａ 
○住宅改修の手引きの改正に関する問い合わせに対し回答します。 

○問い合わせが寄せられたら内容を確認し、その後、回答を公開します。 

 （同じ意味の問い合わせは省略したり、まとめて掲載する場合があります。 

○一度公開したものを変更する場合も、変更分として公開いたします。 

○問い合わせはメールまたはＦＡＸにて受け付けております。 

 メール：jyukai@shimabara-area.net      FAX:0957-61-9104 

令和４年度 介護保険住宅改修の手引き改正にかかる問い合わせ分（令和４年１０月２８日～１１月１５日） 

 Ｑ Ａ 

① 

施工費は工事全体で要した合計を記入してくださ

いとあります。これまで、手すりの形状や固定方法

によって、個別に施工費が設定されておりました

が、合計額を算出する場合、これまで通りの考え方

でよいのでしょうか？あまりない例ですが、木製手

すりを 20 本付けるような工事の場合、これまで通

りの考え方であれば、最低 2.0 人工計上され施工費

が 32,000 円となります。一般的な相場より高くな

りますが、それでもこれまで通りすべて認められる

と言うことになりますでしょうか？ 

施工費の計上についてこれまでどおり各箇所

ごとに設ける場合は実際にかかる人工を振り

分けて算出可能です。 

② 

文書作成費に関して、これまで諸経費として

50,000 円未満の工事であれば 5,000 円、それ以上

であれば費用の 10％まで認められていましたが、

12 月以降もこの諸経費と同じ考え方で良いのでし

ょうか？ 

文書作成費とは、図面作成、写真の撮 

影や印刷など文書作成にかかる費用 

を指します。 

 

③ 

工事代の中、図面書き代入れてもらうようにお願い

します。 

②のＡ参照 

④ 

Ｐ31 のＡ１で「現在居住している住宅を対象とし

ており」これは住所地ではなく実際の住居地でもよ

いと解釈するおそれがあります。またＡ２で（本人

以外に不特定多数の人が使用する可能性がある場

合は認められません。）とあるが家族はどうなのか

という疑問が浮かびます。 

「現在居住する住宅を対象としており」とは、

住所地の住宅のみが対象となるため、一時的に

身を寄せている住宅に住所地が移されていれ

ば介護保険の支給対象となります。なお、住民

票の住所と介護保険証の住所が違う場合は一

義的には介護保険証の住所が住所地となりま

す。 

「不特定多数の人」には家族は含まれません。 

⑤ 

コア抜きの単価ですが、１ヶ所も何ヶ所も含め 

て一律金額は同じなのでしょうか。 

コア抜きは 1 ヶ所も何ヶ所も金額は一律で構

いません。 

 

 

 

 

 Ｑ Ａ 



⑥ 

施工費は工事全体となっていますが、上限は決まっ

ているのでしょうか、提出した後に高い・安いなど

の文言にて再提出などの心配はないでしょうか。 

上限は設けておりません。見積もりについては

長崎県の労務単価等を参考に、利用者、ケアマ

ネジャー、施工業者で内容を十分に協議した上

で積算をお願いします。工事内容に不明な点が

あれば確認させていただくことがあります。 

⑦ 

文書作成費ですが、こちらの費用の上限は設けられ

なく、見積もり申請後の再提出などの心配はないで

しょうか。 

上限は設けておりません。文書作成費に実際に

かかる費用を記入してください。 

⑧ 

施工費を今後は工事全体の合計で記入との事です

が、算出方法については従来の人工計算でよろしい

のでしょうか。また、従来の算出方法と変わる場合

は１日の施工費の上限金額はありますでしょうか。 

①のＡ参照 

施工費の上限は設けていません。 

⑨ 

これまで、諸経費から文書作成費へ変更になった場

合でも算出方法は従来の諸経費の計算と同じでよ

ろしいのでしょうか。また、算出方法が変わる場合

は、上限金額はありますか。 

②と⑦のＡを参照 

⑩ 

各種書類の作成について 

現在弊社では申請書をＰＣにて作成しております

が、今回の承認申請書と支給申請書の押印が不要に

なったことに伴い、利用者名などすべてＰＣで入力

してよいか、自筆が必要な場合は、どの書類のどの

部分は自筆が必要なのか確認できればと考えてお

ります。 

基本的には自筆が望ましいですが、本人の身体

状況によっては不可能な場合もありますので、

ＰＣで入力しても可とします。 

理由書の理由書作成者の氏名は自筆になりま

す。 

⑪ 
コア抜きの単価上限がないのか 上限は設けておりません。実際にかかる費用

を計上してください。 

 

⑫ 

手引きの住宅改修工事費内訳書では「施工費は工

事全体で要した合計を記入してください」とあり

１人で単価・金額の表記があるがこれは複数の職

種が混在した場合どう表記するのか。 

複数の職種の労務単価がある場合は職種ごと

に施工費を計上してください。 

⑬ 

施工費について施工費単価や施工量について基準

がない。これについては施工事業者が決めた金額

で認められるのか。あとで単価や施工量など金額

にについて問い合わせはないか。施工費や文書作

成費に上限があるならその基準を公表してほし

い。 

⑥と⑦のＡ参照 

施工費については、利用者の身体状況にあわ

せて施工方法が変わってくると思いますの

で、上限は設けておりません。 

 

⑭ 
手すりの取付施工費は現在の人工の合計でよいの

か。 

① のＡ参照 

⑮ 

諸経費は保険対応はないのか 諸経費でみていた細かな部品・部材については

概算で、種類ごとに一式で計上して構いませ

ん。この場合の部品・部材の品番の表記は不要

です。 

⑯ 

文書作成費は、全額はどのくらいですか（妥当な金

額） 

②と⑦の A を参照 

⑰ 
手すり以外の施工費も人工計上（現在）でいいのか。 手すりに限らず、すべての施工費において人工

計上（現在）しても構いません。 

 


